
２．事業実施状況 

Ⅰ 公益目的事業１（公１） 

≪畜産物の価格変動により生ずる畜産経営体の損失を補塡し、経営の安定を図ることで畜産

物の安定供給を推進する事業≫ 

１．肉用子牛の価格差補塡に関する事業 

（１）肉用子牛生産者補給金制度 

１）肉用子牛生産者補給金制度［農畜産業振興機構・佐賀県・地方競馬全国協会］ 

9,076,800 円 

肉用子牛生産者の経営安定を図るため、肉用子牛価格の低落時に交付する肉用子牛生産

者補給金の交付財源となる生産者積立金の造成を行った。 

① 基金造成（9,076,800 円） 

生産者補給金の交付財源となる基金造成については、個体登録頭数(平成 28 年 1 月～

12 月)が 7,455 頭で前年対比 100.3％となった。 

・登録頭数 黒毛和種 7,346 頭、交雑種 109 頭 

・基金造成実績 9,076,800 円 

   ・生産者積立金造成内訳                （単位：頭、円） 

品  種 
契約 

頭数 

積立 

単価 
積立所要額 

負     担     区     分 

農畜産業 
振興機構 

佐賀県 
契約 
生産者 

黒毛和種 7,346 1,200 8,815,200 4,407,600 2,203,800 2,203,800 

褐毛和種 0 11,900 0 0 0 0 

その他の 

肉専用種 
0 24,400 0 0 0 0 

乳用種 0 12,700 0 0 0 0 

交雑種 109 2,400 261,600 130,800 65,400 65,400 

計 7,455 ― 9,076,800 4,538,400 2,269,200 2,269,200 

② 補給金交付（0円） 

四半期ごとに告示される平均売買価格が保証基準価格を下回らなかったため補給金の 

交付はなかった。 

 

２）肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業 

［農畜産業振興機構・地方競馬全国協会］ 

8,970,726 円 

① 補給金制度運営適正化推進事業（6,450,153 円） 

肉用子牛生産者補給金制度業務を適正かつ円滑に実施するため事業説明会を開催し、事

業の推進を図った。また、交付事務処理に関する肉用子牛の個体識別及び個体登録、販売

及び保留の確認、契約生産者への調査指導及び事務委託先における受託事務の実施状況に

関する調査指導を行った。さらに、統一電算事務処理システムによる業務執行状況の報告、

肉用子牛取引情報の収集・報告等の業務を行った。 

なお、事務委託先及び中央家畜市場へ委託費を交付した。 



② 指定協会運営体制支援事業（2,520,573 円） 

肉用子牛生産者補給金制度の円滑な実施を推進するため運営基盤強化を図り、補給金 

業務の適正実施に努めた。 

 

（２）肉用牛繁殖経営支援事業［農畜産業振興機構・地方競馬全国協会］ 

2,437,447 円 

子牛価格が発動基準価格を下回った場合に、その差額の一部を補塡することで肉用牛繁殖

経営基盤の安定を図ることを目的として、その事業を円滑に進めるため推進会議による事業

説明や現地指導を実施した。 

なお、四半期ごとに告示される平均売買価格が発動基準を下回らなかったため支援交付金

の交付はなかった。 

 

２．肉用牛肥育経営安定特別対策事業 

［農畜産業振興機構・佐賀県・地方競馬全国協会 1,393,292,000 円 

（１） 肥育牛補塡金交付対策 [生産者・佐賀県・農畜産業振興機構] 

 （1,383,836,000 円） 

肉用牛肥育経営の安定のため、肥育牛の枝肉価格が低落する等により、肥育牛１頭当た

りの平均粗収益が平均生産費を下回った場合、その差額の 8 割を肥育牛補塡金として交

付するとともに、交付財源となる生産者積立金の造成等を行った。 

   ・地域基金造成等内訳                     （単位：円）  

区分 
平成 27 年度分 

（H28 年 2 月～3月） 

平成 28 年度分（H28 年 4 月

～29 年 1月、再納付分） 
合計 

基金造成実績 

（うち生産者） 

（うち県） 

（うち機構） 

155,680,000 1,228,156,000  1,383,836,000 

（33,203,400） （266,840,100） (300,043,500) 

（5,716,600） （40,198,900） (45,915,500) 

  （116,760,000） （921,117,000） (1,037,877,000) 

造成頭数 

・肉専用種 3,773 頭 

・交雑種 34 頭  

・乳用種 20 頭 

・肉専用種 26,273 頭 

・交雑種 580 頭  

・乳用種 136 頭 

 

補塡金 

交付額 

305,200  

・肉専用種 0頭 

・交雑種 0頭  

・乳用種 28 頭 

3,861,500  

・肉専用種 0頭 

・交雑種 50 頭  

・乳用種 73 頭 

4,166,700  

 

（２）肉用牛肥育経営安定特別対策推進 [農畜産業振興機構]（9,456,000円） 

肉用牛肥育経営安定特別対策事業を適正かつ円滑に実施するため推進会議による事業説

明会や交付事務処理に関する個体識別及び個体登録、販売の確認及び調査指導、普及・啓

発の活動等事業推進に努めた。 

なお、事務委託先へ委託費を交付した。 

 



Ⅱ 公益目的事業２（公２） 

≪畜産経営体に対する経営及び生産技術の改善指導を実施する事業≫ 

１．畜産経営技術高度化推進事業［佐賀県・地方競馬全国協会］ 

3,315,000 円 

生産性・収益性の高い畜産経営の実現と経営の安定を図るため、畜産の各分野の専門家

で構成する専門家支援チームにより畜産農家の経営内容を分析し、直接農家と面談しなが

ら経営並びに生産技術の改善のための経営診断を実施した。 

さらに、数か月後に再び農家へ出向いて事後指導を実施し、改善状況の確認や新たな課

題に対する助言等を行った。 

・経営診断の実施状況               (単位:戸)  

団 体 名 
診断 

件数 

内 訳 

酪農 繁殖 肥育 

佐 

賀 

県 

農 

協 

佐城三神地区畜産事業所 2 0 0 2 

杵藤地区みどり畜産事業所 7 0 3 4 

杵藤地区白石畜産事業所 2 0 2 0 

唐津農協 20 3 7 10 

伊万里市農協 17 0 2 15 

合 計 48 3 14 31 

・専門家支援チームの活動実績 

構成機関団体 活動内容 

県畜産課、畜産試験場、農業改

良普及センター、家畜保健衛生

所、日本政策金融公庫佐賀支

店、農業協同組合、畜産指導相

談員、佐賀県畜産協会 

（1）経営診断結果に基づき、畜産農家へ経営・生産技

術等の支援、助言指導を行った。 

（2）専門的な分野から飼養管理等の改善を助言した。 

（3）規模拡大、経営転換、後継者育成に伴う生産技術

等の助言を行った。 

・畜産指導相談員の配置実績              （単位：人、日） 

設置期間 助言指導内容 相談員数 相談活動日数 

平成 28年 4 月～ 

平成 29 年 3 月 

対象農家等の経営状況や課

題について効果的に指導で

きる相談員を配置し、経営

診断時等に実態に応じた指

導や相談活動を実施した。 

4 17 

 

２．畜産特別資金等推進指導事業［中央畜産会・地方競馬全国協会］ 

4,325,672 円 

畜産農家の再建を図るため、新たな畜産特別資金借入農家やすでに貸付を受けた畜産農

家に対して、経営及び生産技術の改善に向けた経営診断による濃密的な支援指導を行うと

ともに改善状況調査を実施した。 



また、農業改良普及センター等の指導機関や農協等の融資機関等で構成する畜産経営改

善指導連絡協議会（全体及び地域）を構成し、関係機関が連携して統一的な畜産農家の経

営改善計画の作成指導や経営改善指導を行うとともに、営農指導部門や金融部門等の融資

機関である農協内部の連携を推進することにより、効率的な畜産経営の改善に努めた。 

さらに、負債過多に陥る畜産農家をなくすために、畜産農家に最も身近な融資機関や地

域の関係団体への助言指導を行うことで、畜産農家への指導支援の強化に努めた。 

・畜産経営改善指導連絡協議会（7回） 

・畜産経営改善研修会（6回） 

・融資機関への助言指導等     (単位:回)  

融資機関 融資機関指導 

佐賀県 

農協 

酪農指導センター 1 

佐城三神地区畜産事業所 － 

杵藤地区みどり畜産事業所 － 

杵藤地区白石畜産事業所 － 

唐津農協 － 

伊万里市農協 － 

信連・農林中金（開拓畜産事協） 1 

合 計 2 

 

・経営改善計画達成、作成指導及び計画見直し指導             (単位:戸) 

区 分 

経営改善計画指導 

作成 

指導 

見直し 

指導 

達成指導 

濃密指導 事後指導 重点農家指導 

佐賀県 

農協 

酪農指導センター 0 2 0 0 2 

佐城三神地区畜産事業所 0 2 0 0 0 

杵藤地区みどり畜産事業所 0 3 0 0 1 

杵藤地区白石畜産事業所 0 0 0 0 0 

唐津農協 0 6 3 3 4 

伊万里市農協 0 4 3 1 1 

信連・農林中金（開拓畜産事協） 0 1 0 0 0 

合 計 0 18 6 4 8 

 

 

 

 

 



Ⅲ 公益目的事業３（公３） 

≪高能力家畜の導入及び家畜の疾病発生防止対策を徹底するための経費に対して助成を行い

生産性の向上を図る事業≫ 

１．肉用牛生産基盤強化対策事業（肉用牛経営安定対策補完事業） 

［農畜産業振興機構・地方競馬全国協会］38,055,459 円 

 

（１）中核的担い手育成増頭推進 

県内の繁殖雌牛頭数の維持・拡大を目的に、優良な繁殖雌牛を増頭する畜産農家に対し

増頭奨励金を交付し、肉用牛生産基盤の強化に努めた。 

・増頭奨励金交付実績   27,680,000 円（39 戸、293 頭） 

 

（２）優良繁殖雌牛導入支援 

地域の改良基盤を維持するため、農協等が優良繁殖雌牛を導入し、一定期間畜産農家に

貸付ける場合に導入奨励金を交付し、肉用牛生産基盤の強化に努めた。 

・導入奨励金交付実績   7,380,000 円（55 戸、158 頭） 

 

（３）肉用牛振興推進指導   2,995,459 円 

事業を円滑に実施するための推進会議、現地調査及び事業の推進指導等を行った。 

 

２．家畜生産農場清浄化支援対策事業［農林水産省・地方競馬全国協会］ 

3,561,000 円 

家畜生産農場での疾病の発生を予防することで、畜産農家の経営の安定を図るために、

清浄化が困難なため全国的な対策が必要となっている慢性疾病に係る検査やとう汰の実施、

及び、家畜伝染病予防法に基づく農場の飼養衛生管理対策の推進、さらに家畜伝染性疾病

の流行防止の支援のために組織的な取組みによる予防注射の実施等を行った。 

 

（１）疾病清浄化支援対策事業 

① 疾病清浄化支援対策 

清浄化が困難なため畜産経営に影響の大きい慢性疾病のうち、牛ヨーネ病、牛ウイル

ス性下痢・粘膜病、豚オーエスキ－病及び牛白血病に係る防疫対策について、検討会議等

を開催し円滑な実施体制を図った。 

また、牛ヨーネ病発生農家において、自主検査の実施及び自主とう汰に係る支援金を

交付した。さらに、牛ウイルス性下痢・粘膜病の持続感染牛が摘発された農家において、

自主とう汰に係る支援金の交付と当該農家における発生予防のためワクチン接種経費の

一部助成を行った。 

さらに豚オーエスキ－病の検査、証明書に係る経費の一部助成を行った。 

 

 

 



（２）農場飼養衛生管理強化・疾病流行防止支援対策 

① 農場飼養衛生管理強化対策 

家畜伝染病予防法に基づく農場の飼養衛生管理向上を図るため、獣医師による農場

指導を実施した。 

  ・実施農場  100 農場（牛 97 農場、鶏 3農場） 

② 疾病流行防止支援対策 

県内各地域の家畜自衛防疫団体と共同で実施する、吸血昆虫媒介疾病の予防接種を

実施しこれに対し助成を行い疾病の発生予防を図った。 

・予防接種実績                (単位:頭、円) 

ワクチン 接種頭数   実績額 
実績額のうち 

補助額 
協会負担 

牛異常産 3混 4,931 8,977,123 631,168 8,345,955 

  

（３）事業推進対策（事務費） 

事業の円滑な推進と普及・指導等に努めた。 

 

３．疾病予防事業（佐賀県家畜防疫対策事業）［地方競馬全国協会・佐賀県畜産協会］ 

19,664,822 円 

家畜の伝染性疾病の発生予防と流行防止のため、県内各地域の家畜自衛防疫団体と共同

で牛・豚・鶏の家畜伝染性疾病の予防接種を実施し、家畜の損耗防止を図った。 

・予防接種実績                (単位:頭、羽、円) 

 ワクチン名 接種頭羽数   実績額 備考 

牛 

イバラキ病 1,754 1,147,936  

牛流行熱 0 0  

牛５混 1,274 2,276,728  

牛ヘモフィルス感染症 1,145 937,998  

牛５混・ヘモ混合 5,734 13,925,628  

牛５混不活化・６混 27 60,308  

豚 
豚丹毒（生） 4,266 692,263  

日脳・豚パルボ 280 212,600  

鶏 
ＮＤ 248,000 111,555  

ＮＤＩＢ 297,000 299,806  

 合 計 － 19,664,822  

 

 



 ・予防注射事故対策事業（佐賀県畜産協会）             292,000 円 

万一の予防注射による家畜の事故が発生した場合に備え、予防注射事故対策要領を

設置し当該家畜の所有者に対する支援対策を行っている。平成 28 年度は、牛の５混ワ

クチン接種後の子牛の死亡事故が１件発生し、手当金を交付した。 

 

４．死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業［農林水産省・地方競馬全国協会］ 3,829,538 円 

（１）死亡牛検査処理安定化対策（2,571,000 円） 

牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の再発生を防止するため、県内で死亡した 48 ケ月齢以上の

牛の BSE 検査や死亡牛の処理を適切に行うための推進と普及・指導等について県、生

産者団体、死亡獣畜取扱業者、輸送業者で構成する死亡牛適正処理推進協議会及び推進

会議を開催し周知を図り、死亡牛発生場所から死亡獣畜処理場までの輸送経費と化製

処理焼却に係る経費について生産者の負担軽減を図るため一部を補助した。 

（対象：県内で死亡した 48 ヵ月齢以上の牛） 

・死亡牛検査処理安定化対策内訳      (単位:頭、円)    

区 分 実績頭数 単価 補助金額 

処理補助 290 7,500 2,175,000 

輸送補助 132 3,000 396,000 

合 計 2,571,000 

（２）事業推進対策（事務費）（1,258,538 円） 

事業の円滑な推進と普及・指導等を実施するため、県、生産者団体、死亡獣畜処理 

業者、輸送業者等で構成する死亡牛適正処理推進協議会を開催した。 

 

５．家畜防疫互助基金支援事業［農畜産業振興機構・中央畜産会・地方競馬全国協会］ 

 （１）家畜防疫互助事業   

口蹄疫・豚コレラ等の海外悪性伝染病が万一発生した場合に、家畜の飼養を中止し

た農家の経営再開を互助補償し、農家の経営が存続することにより畜産経営の安定を

図るため、委託先・生産者への事業加入推進を行った。加入頭数に応じた生産者積立

金を徴収し、中央畜産会で管理している基金へ納入した。 

＊下表( )については新規契約等 

[対象疾病] 口蹄疫・牛疫・牛肺疫・アフリカ豚コレラ・豚コレラ 

・家畜防疫互助事業加入状況          (単位:戸・頭、円) 

区 分  牛 豚 

契約戸数 406(2)         36(2) 

契約頭数 50,091(200) 61,659(269) 

生産者積立金 6,324,305(35,800) 2,584,105(10,030) 

生産者積立金合計 ８，９０８，５００円 

 



（２）家畜防疫互助推進事業    (911,862 円) 

家畜防疫互助事業を円滑に推進するため、事務委託先、生産者等への指導及び連 

絡調整を実施した。 

なお、事務委託先へ委託費を交付した。  

 

Ⅳ その他の事業（相互扶助等事業）１（他１） 

≪県内の畜産関連事業組織と連携した県産畜産物の一般消費者への普及啓発並びに畜産振興

を推進する事業≫ 

１．馬事畜産活性化推進助成事業 

（１）・馬事畜産振興推進事業［馬事畜産振興協議会］          125,000 円 

・佐賀県馬事畜産振興協議会                 165,000 円 

地方競馬（佐賀競馬場）の支援及び畜産生産物の普及・啓発について、畜産団体等と 

連携して効果的に推進した。 

また、協議会(正会員 5、賛助会員 2)主催による畜産フェアを実施した。 

・協議会等の開催（2回）6月 8 月 

・畜産フェア（1回）平成 28 年 10 月 16 日(佐賀県鳥栖市：佐賀競馬場本場) 

・交流レース（中央・地方）支援（1回） 

 

（２）畜産振興補助事業［地方競馬全国協会］ 

① 畜産生産性向上促進対策事業 

関係機関、関係団体と連携し、生産性の向上に係わる生産技術・衛生対策に関する検

討会を開催し、収益性の高い畜産経営の確立に努めた。 

 

② 地域畜産関係情報提供事業 

本県畜産物の生産状況や安全性、衛生情報、畜産関連行事や生産者への関連事業の内

容及び生産技術の向上に資する情報提供をイベントやホームページ及び関係機関が発

行する家畜セリ市名簿・機関誌等に掲載し畜産物の安全・安心への理解と消費拡大を図

った。 

 

③ 地方競馬支援対策事業 

佐賀競馬の新規ファン獲得並びに入場者数の増員と地域畜産の振興を目的として、ホ

ームページや情報誌、家畜セリ市名簿等を通して競馬情報を提供し、競馬への関心と理

解増進を図った。 

さらに、冠競走及び関係者へ畜産物を副賞として授与する他、安全安心な県産畜産物

の消費拡大を目的に競馬ファンへのＰＲのため畜産フェアを開催し、地方競馬と県産畜

産物に対する理解を高め、公営競馬の健全な運営と発展を支援した。 

また、円滑な支援活動を行うため関係団体との連絡調整会議を開催した。 

   ・冠レースイベント（１回） 

   ・畜産フェアイベント（１回） 



   ・他団体イベントへの協力（１回） 

≪福岡県畜産協会・長崎県畜産協会・鹿児島県馬事畜産振興協議会畜産フェア≫ 

・交流レース（中央・地方）支援（1回） 

 

２．衛生体制強化基金事業［中央畜産会］                32,000 円            

家畜自衛防疫団体、指定獣医師、県、関係団体等を対象として家畜衛生事業等に関わる

説明会を開催し、組織の連携強化に努めた。 

 

３．馬飼養衛生管理特別対策事業［中央畜産会］             385,000 円 

多様な飼養目的・飼養形態下にある馬飼養実態を把握し、馬飼養衛生管理の向上を図る

ため、馬飼養実態調査や馬飼養衛生管理技術講習会等を実施した。 

（１）地域馬飼養衛生管理体制整備委員会 

開催日および場所：〔第 1回目〕平成 28 年 10 月 14 日（佐賀市） 

出席者数：13 名 

〔第 2回目〕平成 29 年 1 月 30 日（佐賀市） 

出席者数：14 名 

（２）飼養衛生管理技術講習会 

開催日および場所：平成 29 年 1 月 30 日（佐賀市） 

参加者数：21 名 

演 題 講 師 

①馬の飼養衛生管理基準について 

 

②馬の疾病と予防注射について 

①佐賀県中部家畜保健衛生所 

    中村 陽介 氏 

②日本中央競馬会 

    前田 達哉 氏 

（３）獣医療実態調査 

調査時期 ： 平成 28 年 11 月 

調査戸数 ： 7 戸 (県内の馬飼養者) 

調査内容 ： 衛生管理状況及び伝染病に関する意識調査 

 

 

４．馬インフルエンザ等防疫強化特別対策事業 ［中央畜産会］      395,000 円 

馬の伝染性疾病の清浄化を図るための対策検討会を開催した。 

また、競走馬以外（乗用馬等）の馬インフルエンザの発生予防を図るため、馬インフル

エンザワクチンの接種を推進し、ワクチン接種に係る経費の一部を助成した。 

さらに、馬伝染性貧血の清浄化のために、乗用馬や在来馬、愛玩馬等の飼養・衛生状況

の実態調査を行った。 

 

 

 



・地域馬飼養衛生対策検討会 

開催日および場所：〔第 1回目〕平成 28 年 10 月 14 日（佐賀市） 

出席者数：13 名 

〔第 2回目〕平成 29 年 1 月 30 日（佐賀市） 

出席者数：14 名 

・馬インフルエンザワクチン接種推進              

（ワクチン接種 17 頭に対する助成： 31,620 円） 

・馬伝染性貧血検査実施状況、飼養及び衛生状況実態調査    

 

５．地域自衛防疫強化特別対策事業 [家畜衛生対策推進協議会]     1,994,152 円 

  畜産農家における初動防疫が有効に機能する体制を整備するため、地域自衛防疫強化推

進のための検討等を行うとともに、生産者段階での防疫演習等を実施した。 

  また、飼養衛生管理基準遵守のための資料作成し配布及び説明会を開催した。 

・地域自衛防疫強化推進検討会：3回 

・防疫演習：6回 

・飼養衛生管理基準啓発のための資料作成及び説明会 

 

６．農場 HACCP 認証普及推進支援対策事業［中央畜産会］         842,883 円 

 農場における農場 HACCP への取り組み状況を調査するとともに、農場での HACCP 構築につ

いて定期的に農場指導を実施して、現地での助言・指導により農場 HACCP システム取組みを

支援した。 

   ・普及推進協議会開催  2 回 

・地域取組促進活動   7 回   

・構築指導       11 回 (2 戸〈肉用鶏・肉用牛〉について実施) 

 

７．肉豚の価格差補塡に関する事業 ［農畜産業振興機構］        466,400 円 

・養豚経営安定対策事業に係る業務委託 

養豚経営の安定を図るため、平均粗収益が平均生産費を下回った場合に補塡金を交付する

事業の業務委託として、県内生産者及び県内各農協等関係機関へ周知及び事業の適正な実施

を図るための推進会議及び説明会を開催し円滑な事業推進を図った。 

  ・事業推進会議   1 回     ・説明会        3 回 

 

８．貸付事業等指導事業［畜産近代化リース協会］            306,000 円 

畜産経営の近代化・合理化のため、施設や機械等をリースにより導入した農家を対象に施

設や機械の確認及び管理状況についての調査及び適正な利用についての技術指導等を行った。

また、リース機械・施設の利用拡大を図るため、説明会の開催や家畜市場等での周知業務によ

り新規開拓の推進を行った。 

 

 



・貸付機械・施設（搾乳管理機器・飼料生産機械）等の調査及び技術指導 

調査場所 調査基数 調査日数 

佐賀県農協 

佐城三神地区畜産事業所 １７ ２ 

杵藤地区みどり畜産事業所 １ 
１ 

杵藤地区白石畜産事業所 ４ 

唐津農協 ７ １ 

開拓畜産事業協同組合 ４ １ 

合 計 ３３ ５ 

 

９．県産畜産物ブランド確立対策事業（畜産振興補助事業）［地方競馬全国協会］ 

 県産畜産物ブランドの生産基盤を確立するため、農協等が主催する家畜の改良、生産技

術等を比較検討する共励会等を支援し、安全・安心で高品質な県産畜産物を安定的に供給

することで、地域畜産の活性化を図った。 

 

１０．地域畜産基盤維持継続緊急対策事業［中央畜産会］ 

・事業実施なし 

 

１１．国産畜産物安心確保等支援事業［中央畜産会］   

（快適性に配慮した家畜の飼養管理推進事業）        

・事業実施なし 

 

１２．消費・安全対策交付金事業［佐賀県］          

豚流行性下痢（ＰＥＤ）のウィルス拡散防止を図るため、農場、と畜場等家畜の集合施設

の出入り口における消毒に係る経費を一部負担した事業の管理指導を行った。 

 

１３．畜産クラスター全国推進事業に係る全国実態調査［中央畜産会］  1,761,977 円 

畜産クラスターに係る取組みを全国で推進するために、推進会議により周知し県内の先進

的な経営体等を対象に、中央畜産会が指定する調査票に沿って、飼養管理内容や生産技術等

の経営内容の調査及び取組みに係る窓口業務等を行った。 

・推進会議  1 回 

・調査戸数  8 戸（繁殖経営 4戸、肥育経営 4戸） 

 

１４．多様な担い手育成支援事業［中央畜産会］             

・事業実施なし 

 

１５．畜産経営における女子力発揮推進事業［中央畜産会］         871,000 円 

畜産を核とした地域活性化には、特に若い女性が積極的に畜産業に携わり、生産振興を

けん引できるような高い意識を持つことが重要である。 



将来の地域リーダー候補となる女性（肉用牛経営従事者及び県・農協職員）を参集し、

飼養技術や経営管理、市況等の勉強会を開催した。 

また、他県の女性グループとの交流会に参加することで情報収集及び地域リーダーの自

覚を促し地域活性化を図った。 

・勉強会   （県内  2 回） 

・宮崎県・沖縄県女性リーダー候補者との地域間交流会 （宮崎県 1 回） 

 

１６．畜産経営における障がい者の参画推進支援事業［畜産経営支援協議会］ 

・事業実施なし 

 

１７．豚流行性下痢（PED）まん延防止体制支援強化事業［中央畜産会］ 

・事業実施なし 

 

Ⅴ その他の事業（相互扶助等事業）２（他２） 

≪畜産関連事業を実施する団体への支援事業≫ 

１．任意組織事務受託事業 

佐賀県養蜂協同組合、佐賀県養鶏協会、佐賀県養豚協会の事務委託を受け、各種事業の

推進に努めた。 

 

Ⅵ 法人業務 

１．畜産関係団体調整機能強化事業［中央畜産会］            250,000 円 

畜産関係団体の連携及び活性化を図り、地方競馬開催の支援促進等を行い、本県畜産の振

興に努めた。 

 

２．各種委託事業の実施 

  中央団体、金融機関等からの調査依頼等の各種事業を実施した。 

 

３．会員団体等の諸事業に対する協力 

（１）本協会会員、市町、ＪＡその他各種団体が実施する事業について、これら団体の要請に

応じて協力した。 

（２）畜産に関する資料・書籍等の斡旋のほか、講習・研修会等を実施した。 


